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健康食品・化粧品・トイレタリー用品向け機能性素材市場を調査 

―アンチエイジング素材市場の２０１０年予測 ３５０億円 ０６年比６５％増に― 

 

総合マーケティングビジネスの（株）富士経済(東京都中央区日本橋小伝馬町 代表取締役 阿部英雄

03-3664-5811)は、０７年１～３月にかけて、伝統的な天然素材を中心に注目される機能性素材（健康食品・

化粧品・トイレタリー用品分野）の研究開発と応用展開について調査を行った。その結果を調査報告書「次

世代市場を予感させる機能性素材の研究開発と将来展望 ２００７年版」にまとめた。 

 

近年、消費者の健康への関心は非常に高い。同時に生活習慣病が深刻な社会問題となりつつあり、健康

維持・増進効果をもつ健康食品開発への期待は非常に大きくなっている。その一方で、健康食品の規制強

化により、安全性、有効性の検証がより厳しく求められている。食品メーカーをはじめ、化粧品メーカー、

素材供給企業、大学や各研究機関は積極的に機能性素材研究を行っており、新素材の探索と開発、既存素

材に対する新規の機能の発見と新たな利用方法が検討され、安全性が検証されて次々と新しい知見が報告

されている。 

調査では、「メタボリックシンドローム」、「内外美容」、「疲労・ストレス」、「高齢化対応」の４つの注目

キーワード市場を分析し、さらに注目される２０の機能訴求分野別に有望な機能性素材の特徴・市場規模・

研究開発動向を明らかにした。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 

１．成長が期待される機能性素材市場 

（１）アンチエイジング（健康食品･化粧品用途）市場 

０６年 ２１２億円 ２０１０年予測 ３５０億円 ０６年比１６５％ 

期待される機能性素材 ■白金ナノコロイド ■キャッツクローほか １０年の構成比予測１４％    

健康食品分野におけるアンチエイジング市場は、マスコミの報道や大手メーカーによる製品投入によっ

て、｢ＣｏＱ１０｣の知名度が急速に向上し、現在ではアンチエイジングの定番素材と位置付けられている。 

｢アスタキサンチン｣など抗酸化活性を持つ素材は、複数の訴求分野で活用されており、近年のアンチエイ

ジングブームを背景に、様々な素材による機能拡大を図る動きが見られる。最近では、人間の体内に存在

する７種類の活性酸素全てに対して半永久的に除去効果が得られると言われる｢白金ナノコロイド｣が新規

素材として注目を浴び、応用製品への利用が広がりつつあり、市場の拡大が期待される。化粧品市場でも、

｢白金ナノコロイド｣に加えて、ＤＮＡ修復機能の促進によるアンチエイジングを訴求したキャッツクロー

の新規抽出物｢ＡＣ－１１｣など、新たなアプローチによる新規素材が登場している。 

 （２）美白（健康食品用途）市場 

０６年 １７４億円 ２０１０年予測 ２８２億円 ０６年比１６２％ 

期待される機能性素材  ■ブドウ種子エキス ■ザクロエラグ酸 ほか １０年の構成比予測９％ 

美白に対する女性の関心は非常に強く、化粧品だけでなく健康食品においても美白を訴求する製品の人

気が高く、「内外美容」の浸透から、今後も大きな成長が期待されている。「ＣｏＱ１０」、「α-リポ酸」、

「アスタキサンチン」が美白訴求の主力素材であるが、一過性のブームではなく健康食品素材として定着

して、今後も安定した需要が見込まれている。「ブドウ種子」、「ザクロ」など植物由来素材のメラニン関連

研究が注目され、今後の市場拡大への貢献が期待されている。 

（３）美白（化粧品・トイレタリー用品用途）市場 

０６年 １５億円 ２０１０年予測 ３０億円 ０６年比２００％ 

期待される機能性素材  ■グレープフルーツエキス ほか １０年の構成比予測１７％          
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０１年の薬事法改正により、化粧品に利用できる機能性原料が採用しやすくなり、バリエーションが増

加している。業務用として安定した人気がある「プラセンタ」、抗酸化素材として人気の高い「ＣｏＱ１０」、

「アスタキサンチン」については、安定した需要があり、今後も主力素材としての地位を築いていくと予

想される。今後注目の素材としては、ファンケルが研究しているグレープフルーツエキスが挙げられる。

日本で初めてのＳＶＣＴ（ナトリウム依存性ビタミンＣ輸送体）のメカニズムに基づく美白化粧品として

発売を開始しており、美白関連市場の拡大が期待される。 

（４）血圧コントロール（健康食品用途）市場 

０６年 ２３０億円 ２０１０年予測 ３４０億円 ０６年比１４８％ 

期待される機能性素材  ■ゴマペプチド ほか １０年の構成比予測６％ 

食生活の欧米化による塩分摂取量の増加や高齢化の進展を背景に高血圧症は国民の代表的な疾患となっ

ており、今後、血圧降下の機能性素材需要はより高まると推測される。既存市場を形成する機能性素材と

しては、青汁の原料として底堅い需要を有する｢大麦若葉｣、一般加工食品への広がりを見せている｢ギャバ｣、

様々な健康機能を持つ素材として認知されている｢乳酸菌｣などが市場を牽引すると推測される。この機能

を持つ素材は種類が多く、競争が激しい市場である。｢ゴマペプチド｣や「ミルクペプチド」を始めとした

ペプチド関連の素材研究、商品への応用が活発化しており、今後更に市場が拡大すると予測される。 

（５）血糖コントロール（健康食品用途）市場  

０６年 ７８億円 ２０１０年予測 １１３億円 ０６年比１４５％ 

期待される機能性素材  ■キクイモ ■コタラヒム ■バナバ ほか  １０年の構成比予測１８％ 

糖尿病患者・予備群の数は急増しており、血糖コントロール（糖尿病予防）への意識が今後さらに高ま

る。この市場を構成する機能性素材として、「大麦若葉」、「ケール」、「グァバ」など青汁、健康茶として利

用されている植物由来素材が多く、今後も安定した需要が見込まれる。植物由来素材は、国内外を問わず

各地域の伝統・名産の素材に注目した研究開発が活発化すると予想され、エビデンス蓄積の期待感も高ま

っている。 

市場拡大の期待を集める素材も「キクイモ」「コタラヒム」「バナバ」など植物由来素材が中心となって

いる。 

（６）アイケア（健康食品用途）市場  

０６年 １１１億円 ２０１０年予測 １５２億円 ０６年比１３７％ 

期待される機能性素材  ■黒大豆 ■ブドウ種子 ほか １０年の構成比予測８％ 

この市場は幅広い年齢層に支持されて成長を続けており、今後も｢情報化社会｣、｢高齢化社会｣の進展を

背景にさらに成長が期待される。アイケアの機能性素材研究は｢ブルーベリー｣を軸にポリフェノールを有

効成分とする素材が中心で、｢黒大豆｣、｢ブドウ種子｣などのポリフェノール素材が今後さらなる成長が期

待される。定番素材である｢ブルーベリー｣｢ルテイン｣を中心とした商品展開が今後も続くが、トータルア

イケア訴求による複合型の商品開発が今後活発化すると予想される。 

 

２．今回の調査では、「生活習慣病対策」関連、「美容」関連、「ＱＯＬ（quality of life：生活の質）向上」

関連の合計２０の機能性訴求分野を対象として取り上げた。また、「メタボリックシンドローム」、「内外美

容」、「疲労・ストレス」、「高齢化対応」の４つの切り口で見た機能性素材の動向もまとめた。 

（１）各機能訴求分野の素材研究が活発化している。 

コレステロールの上昇を抑制する新規物質であるアディポネクチンの産生を促進する素材として大豆タ

ンパク関連の研究、コレステロールの中でも小型で比重の重い超悪玉コレステロールの低下に作用するポ

リコサノールに関する研究などコメ由来、大豆由来素材の研究のへの期待感が高まっている。天然の保湿

剤であるセラミドと同様の保湿効果を示す「バイオサーファクタント」と呼ばれる微生物が作り出す機能性

脂質の研究も注目される。従来の手法に比べ、コストを５分の１から１０分の１以下まで抑えることが可

能とされており、高機能と低コストを併せ持つセラミド代替素材として期待される。２～３年後の事業化

を目指しており、新たな需要を創出して、今後バイオテクノロジー技術を利用して機能性素材を開発する

手法活発化の糸口となると予想される。 

最近になって、アンチエイジング市場は、人間の体内に存在する７種類の活性酸素全てに対して半永久

的に除去効果が得られると言われる｢白金ナノコロイド｣や、ＤＮＡ修復機能の促進によるアンチエイジン
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グを訴求したキャッツクローの新規抽出物｢ＡＣ－１１｣など、新たなアプローチによる新規素材が登場し

ている。今後のアンチエイジング分野の研究は｢老化の防止｣から、｢若返り｣に向けた研究へとステップア

ップしていくと予測される。 

高齢女性に骨粗鬆症患者が多いのは、女性ホルモンの一種で骨破壊と骨形成のバランスを取る働きをす

るエストロゲンの産出量が閉経後に急速に低下するためである。「ローヤルゼリー」はエストロゲン様作用

があることから、高齢者層に向けた新たな訴求が可能となり、さらに研究の進展が待たれる。「ローヤルゼ

リー」同様に「明日葉」も健康茶、青汁として中高年層がメインターゲットとなっているが、他の競合素

材も多く、骨粗鬆症予防が訴求できれば差別化につながるとして期待されている。  

整腸作用研究において、腸内細菌が水溶性食物繊維をエネルギー源として生成する短鎖脂肪酸が血糖値

の上昇を抑制したり、腸内細菌叢を良好な状態に保つことが明らかとなり、新たなアプローチによる食物

繊維素材への応用展開が期待される。 

（２）４つの注目キーワード市場の動向 

メタボリックシンドローム ０６年 ４７４億円 １０年予測 ６５５億円 ０６年比１３８％ 

内外美容 ０６年 ５６４億円 １０年予測 ７６９億円 ０６年比１３６％ 

疲労･ストレス ０６年 ２４４億円 １０年予測 ３２０億円 ０６年比１３１％ 

高齢化対応 ０６年 ３２４億円 １０年予測 ４４３億円 ０６年比１３７％ 

調査で注目した４つのキーワードにおける機能性素材市場の動向は、克服が国民的課題に位置づけられて

いる「メタボリックシンドローム」が健康食品用途として４７４億円、体の外側だけでなく体の内側から

ケアする考え方の浸透により成長を続ける「内外美容」が健康食品として５６４億円の規模となっている。

また、「抗疲労特保」の登場により、今後市場が大きく変化する可能性が高い「疲労・ストレス」が健康食

品用途で２４４億円、超高齢化社会の到来が予想される我が国において高齢者疾患予防への期待度が高い

「高齢化対応」が健康食品用途で３２４億円となっており、ともに今後さらなる市場成長が期待されてい

る。 

 

＜調査対象＞ 

 

生活習慣病対策 
1.コレステロールコントロール  2.血圧コントロール  3.血糖コントロール

4.肝機能サポート  5.免疫活性（抗腫瘍中心）  6.歯周病予防   

美容 1.保湿  2.アンチエイジング（抗酸化作用中心）  3.美白  4.アクネケア

ＱＯＬ向上 

1.抗ストレス  2.アレルギー改善  3.アイケア  4.排尿トラブル改善

5.更年期障害対策  6.関節の悩み改善  7.骨粗鬆症予防  8.整腸作用

9.滋養・強壮 10.脳機能改善（痴呆） 

 

＜調査方法＞  （株）富士経済専門調査員による対象企業、関連企業･団体への面接・電話取材 

 

＜調査期間＞  ２００７年１月～２００７年３月 

以上 

資料タイトル：「次世代市場を予感させる機能性素材の研究開発と将来展望 ２００７年版」 
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